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「
教
育
を
皆
に
」
私
立
鏑
木
学
校

か
わ
ら
ば
ん
四
号
で
は
、
千
葉
の
近
代
教

育
の
始
ま
り
と
し
て
、
印
旛
官
員
共
立
学
舎

と
流
山
学
校
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
後

官
立
学
校
は
増
え
て
い
き
ま
し
た
が
、
当
時

の
建
築
事
情
や
財
政
を
要
因
と
し
、
教
育
が

行
き
届
か
な
い
地
域
も
あ
り
ま
し
た
。
今
回

紹
介
す
る
私
立
鏑
木
学
校
は
、
そ
の
よ
う
な

状
況
を
憂
い
た
人
々
よ
っ
て
設
立
さ
れ
ま
し

た
。流

山
市
駒
木
台
に
は
鏑
木
学
校
を
設
立
し

た
鏑
木
平
馬
・
佐
内
父
子
を
称
え
る
石
碑
が

あ
り
、
鏑
木
学
校
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
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て
い
ま
す
。
本
号
で
は
、
設
立
の
経
緯
と
学
校
の
様
子

を
紹
介
し
ま
す
。

て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
メ
ン
バ
ー
に
、
鏑
木

佐
内
の
名
前
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
三
井
学
校
設
立

の
た
め
に
駒
木
新
田
、
青
田
新
田
の
有
志
が
寄
付
を

行
っ
た
資
本
金
寄
帳
の
中
に
は
、
鏑
木
佐
内
の
父
・

平
馬
の
名
が
あ
り
ま
す
。
佐
内
は
平
馬
に
学
校
設
立

を
す
す
め
、
平
馬
は
そ
の
私
財
を
供
し
て
明
治
十
年

三
月
、
駒
木
新
田
の
屋
敷
内
に
、
私
立
鏑
木
学
校
を

設
立
し
ま
し
た
。
こ
の
設
立
に
際
し
て
の
資
本
金
寄

鏑
木
学
校
設
立
ま
で

明
治
六
年(

一
八
七
三)

十
月
、
青
田
新
田
、
駒
木
新

田
、
十
太
夫
新
田
、
初
石
新
田
、
大
畔
村
、
大
畔
新

田
、
三
輪
野
山
村
、
駒
木
村(

以
上
現
流
山
市)

、
篠
籠

田
村
、
高
田
村(

以
上
現
柏
市)

の
十
ヵ
村
は
、
千
葉
県

に
対
し
駒
木
村
の
成
顕
寺
に
官
立
学
校
を
設
立
し
た

い
と
願
い
出
ま
す
が
、
実
現
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
た
め
、
駒
木
新
田
と
青
田
新
田
の
人
達
の

一
部
は
明
治
七
年(

一
八
七
四)

十
一
月
、
十
余
二
村
の

伊
勢
原(

現
柏
市)

に
建
て
ら
れ
た
三
井
学
校
に
通
学
し
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公
立
学
校
と
し
て
認
定
さ
れ
る
事
で
果
た
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
校
名
を
何
度
か
変
え
、
現

在
の
八
木
北
小
学
校
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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帳
に
は
、
三
井
学
校
設
立
に
寄
付
し
た
名
士
も
何
人

か
名
を
連
ね
て
お
り
、
地
域
に
と
っ
て
、
学
校
の
誕

生
が
待
ち
遠
し
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

鏑
木
学
校
で
学
ぶ

次
に
、
学
校
の
様
子
に
つ
い
て
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

校
則
に
よ
る
と
、
鏑
木
学
校
は
、
課
程
を
十
級
に
分
け
、

一
級
を
半
年
と
し
、
在
学
を
五
年
と
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
家
庭
の
環
境
が
就
学
開
始
年
齢
に
深
く
影
響

を
与
え
て
い
た
こ
の
時
代
、
入
学
金
を
徴
収
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
当
時
と
し
て
は
異
例
で
、
鏑
木
学
校
が

家
の
貧
富
を
問
わ
ず
学
生
を
迎
え
入
れ
よ
う
と
し
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

卒
業
に
関
し
て
は
、
学
業
の
修
了
を
重
視
し
て
お
り
、

学
齢
を
超
え
て
も
、
各
教
科
を
修
め
る
ま
で
在
学
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
学
校
の
姿
勢
が
、
地
域
に
愛
さ
れ
て
い

た
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
人
々
は
、
三
月
、
五
月
の
節
句
、

盆(

八
月)

、
暮(

十
二
月)

、
年
始(

一
月)

に
季
節
の
饌

物
を
届
け
、
感
謝
の
意
を
表
し
て
い
ま
し
た
。

鏑
木
平
馬
・
佐
内
父
子
の
悲
願
で
あ
っ
た
官
立
学
校

の
設
立
は
、
鏑
木
学
校
が
明
治
十
九
年(

一
八
八
六)
に
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